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報雑

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

(
昭
和
四
一
年
八
月
J
一
O
月
)

法学会記事

四
、
九
月
コ
一

O
日
(
金
)
午
後
一
時
コ
一

O
分
|
五
時
)

O
「
行
動
科
学
と
法
学
・
政
治
学
」
報
告
者
米
倉

阿

部

出

席

者

二

O
名

第
二
次
大
戦
後
の
数
理
科
学
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
は
、
社
会
科
学
の

領
域
に
も
す
く
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ

う
な
数
理
科
学
の
発
展
に
伴
っ
て
生
じ
た
行
動
科
学
、
法
学
な
ら
び
に

政
治
学
に
お
け
る
行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
状
を
紹
介
、
議
論
し

た
o

法
学
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
向
の
研
究
は
未
だ
端

緒
に
つ
い
た
と
い
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
裁
判
過
程
、
判
決

予
測
の
領
域
に
お
い
て
す
で
に
無
視
さ
れ
え
な
い
蔚
芽
を
み
せ
て
お

り
今
後
注
目
に
値
い
す
る
、
こ
の
方
向
へ
の
研
究
関
心
を
一
概
に
新

し
い
も
の
が
た
り
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら

な
い
、
な
ど
の
諸
点
が
触
れ
ら
れ
、
つ
い
で
政
治
学
の
領
域
に
つ
い
て

は
、
行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
限
り
、
政
治
学
は
法
学
の
先

輩
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
選
挙
結
果
の
予
測
、
司
法
行
動
の
分

析
、
予
測
な
ど
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
。
ひ
と
く
ち
に
行
動

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
わ
れ
で
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
、

四

明
W
ハド
EHH品

最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
だ
大
巾
に

人
間
の
洞
察
・
推
理
力
に
頼
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
区
々
で

あ
り
、
方
法
治
上
の
問
題
を
依
然
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

「
行
動
科
学
的
ア
プ

?
i
チ
」
に
対
す
る
態
度
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
学
者
と
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
と
で
は
顕
著
な
対
照
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

な
ど
の
諸
点
が
触
れ
ら
れ
た
。
散
会
後
、
小
川
晃
一
教
授
を
囲
ん
で
、

同
教
疫
の
イ
ギ
リ
ス
よ
り
の
帰
国
歓
迎
会
を
聞
き
、
午
後
九
時
、
幕
を

閉
じ
た
。
今
同
の
法
学
会
参
加
者
の
う
ち
に
は
、
報
告
そ
の
も
の
よ
り

も
、
小
川
教
授
の
帰
国
談
の
方
に
啓
発
さ
れ
た
人
々
が
あ
る
い
は
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

五
、
一

O
月
二
八
日
(
金
)
午
後
二
時
三

O
分
|
五
時

O
「

外

国

法

と

日

本

法

」

報

告

者

五

十

嵐

清

出
席
者
一
一
一
一
名

現
代
法
講
座
制
「
外
国
法
と
日
本
法
」
所
収
の
「
比
較
法
学
と
白
木

の
法
学
」
を
素
材
と
し
て
報
告
。
日
本
の
比
較
法
学
の
特
色
(
対
象
・

目
的
・
方
法
に
つ
き
)
、
法
系
編
、
そ
の
他
、
日
本
に
お
け
る
社
会
主

義
法
研
究
の
態
度
な
ど
が
言
及
さ
れ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
つ
法
の

精
神
」
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
方
法
は
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
十

分
に
参
考
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
外
国
の
学
者
の
日
本
研
究
の

水
準
は
決
し
て
侮
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と

は
将
来
に
つ
い
て
一
そ
う
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
話

題
が
印
象
に
残
っ
た
。

報
告
は
筒
要
。
三

O
分
強
。
テ
ー
マ
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
、
本
会
の

報
告
は
三

0
1四
O
分
を
限
度
と
し
た
い
、
と
か
ね
が
ね
幹
事
は
考
え
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幸臣

て
き
た
。
以
後
は
、
な
る
べ
く
、
こ
の
方
針
を
恥
跡
b
い
か
確
立
し
た

い
と
思
う
。
つ
い
で
に
付
言
す
れ
ば
、
本
会
の
所
要
時
間
も
正
味
一
時

間
半
を
最
大
限
と
し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。
本
会
が
本
格
的
な
研
究

発
表
の
場
で
は
な
く
、
親
睦
会
的
要
素
を
ふ
く
む
話
し
あ
い
の
場
で
あ

る
と
解
す
る
(
幹
事
個
人
の
理
解
で
あ
る
)
な
ら
ば
、
報
告
時
間
の
長

さ
、
本
会
に
費
す
時
間
も
、
右
に
述
べ
た
程
度
で
足
る
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

出
席
の
状
況
が
前
年
度
と
大
し
て
変
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
徹
底

し
て
出
席
し
な
い
会
員
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
出
席
す
る
し
な
い
を

決
す
る
さ
い
、
い
か
な
る
フ
ァ
ク
タ
ー
が
作
用
し
て
い
る
の
か
、
幹
事

に
と
り
こ
の
点
は
本
会
運
営
上
の
重
大
関
心
事
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

「
法
円
子
会
社
会
学
」
な
る
関
心
か
ら
、
す
こ
ぶ
る
興
味
を
ひ
く
テ
1
7

で
あ
る
。
他
の
同
種
の
も
の
の
実
態
と
の
比
較
で
も
す
れ
ば
、
お
そ
ら

く
は
、
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

雑

北
海
道
大
学
法
学
部
公
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
四
一
年
八
月
J
昭
和
四
一
年
一

O
月
)

法学会記事

八
、
九
月
九
日
(
金
)
判
例
研
究

O
判
例
時
報
四
三
七
号
二
九
頁

O
判
例
時
報
四
三
八
号
一
九
頁

O
判
例
時
報
四
三
九
号
一

O
七
頁

九
、
九
月
二
ハ
日
〈
金
)
判
例
研
究

O
判
例
時
報
四
四
一
号
コ
一
一
氏

。
判
例
時
報
四
四
一
号
二
七
号

O
判
例
時
報
四
四
一
二
号
二
三
一
一
良

本山藤

笹千今
莱
/【¥

川き村

熊秋遠

一
O
、一

O
月
七
日
(
金
〉
判
例
研
究

O
判
例
時
報
四
四
三
号
二
六
頁

O
判
例
時
報
四
四
三
号
五
六
頁

栃

内

中
村
(
仁
)

北法17(2・190)360> 

北
海
道
大
学
法
学
部
政
治
学
研
究
会

(
昭
和
四
一
年
八
月
l
昭
和
四
一
年
一

O
月〉

て
読
書
会
(
毎
月
二
回
輪
番
制
)

o
bテ
ュ
わ

lr・ヒ
一
一
「
ズ
鰭
「
意
識
と
社
会
」

北
海
道
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
四
一
年
八
月
J
昭
和
四
一
年
一

O
月
)

九
月
一
六
日
(
金
)

研
究
報
告

。
新
株
発
行
の
差
止
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
一
九
巻
l

六
号
一
四
三
五
頁

民

集

一

九

巻

六

号

一

五

回

二

頁

O
民

集

一

九

巻

七

号

一

七

四

五

頁

一
て
一

O
月
二
一
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

九

巻

六

号

一

五

三

三

頁

O
民

集

一

九

巻

二

号

五

O
三
頁

O
民

集

一

九

巻

二

号

四

七

三

一

貝

O
民

集

一

九

巻

=

百

方

五

三

九

頁

一O
、

近

藤

藤

原

= /i.fJ 

橋

高松大佐

橋田淵保


